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　平成15年５月23日、個人情報保護法成立以降、世の中が大きく変わった。こ
れまで許されてきたことが、ことごとくやってはいけない。新しいルールに反
する場合は、違法行為として、罰せられるようになってしまった。その淵源は、
第三次産業に占める人口が、第一次産業、第二次産業のそれを抜いて首位に立っ
てからであり、その結果、消費者の利益の擁護と増進を図るための消費者基本
法を後押しする形になった。
　コンプライアンスというカタカナ言葉が、仕事に取り組むルールを変えた。
法律遵守というが、法律を知らないままに、ことを運んでいては、とんでもな
いことになってしまう。こんな危機感を抱いて、法律を学ぶことを決意したの
が、57歳の春である。
　学ぶのであれば、池田先生の創立した創価大学でと決め入学した。以後、我
が家の誕生プレゼントは毎年「六法全書」に変わった。
　法学の地方スクーリング授業で岡部史信先生は、「『法学』を学ぶのは、リー
ガルマインドを育成し、リーガルナレッジの習得のためである」ことを教えて
くださった。
　このことが、法学部学生として学ぶ原点となった。以来４年間、社会人と通
信教育部学生との二足のわらじをはいて、仕事に、毎日の学習に、スクーリン
グに、科目試験に、懸命に挑戦した。
　法学の初のレポートでは、第一課題Ａの総合評価を戴く。「法の効果の限界
について、一つ一つの判例を用いて分析しておいて下さい」との添削を戴く。
第三課題もＡ評価。迎えた科目試験もＡ。順調なスタートだった。
　ところが一転して財政学では、長谷部秀孝先生のご教示を戴くことになった。
レポート第一課題が初回から、総合評価Ｄ再提出。丁寧な添削指導を何点にも
わたって具体的に戴く。再度の挑戦もＤ再提出。思索に思索を重ね三度目の挑
戦でようやくＢ評価。第二課題も総合評価Ｄ再提出。これにも、４点にわたっ
て具体的な添削指導を戴く。二度目の挑戦でこれはＣ評価。第三課題はＢ評価。
第四課題はＣ評価。苦労の甲斐あり迎えた科目試験結果はＡ。課題が何を求め
ているかを正確に掴むこと、肝心の説明が十分であること、など……、レポー
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ト作成のポイントを改めて学んだ。
　加えて法哲学では松岡誠先生にご指導を戴くことになった。テキストを何度
も何度も読みなおすが、要旨を理解できない苦悶の日々が続いた。そして、
2010年７月１日朝食後、新聞を読んでいる最中に眩暈を発症。起き上がれず、
やむなく救急車を要請し日赤に緊急入院。体の変調を起こしたのである。その
後、ようやく書き上げた第一課題、第二課題がＤ評価再提出とされた。なにく
そと、テキストを読み返し、参考図書を学習し、稚拙であったが自分の言葉で、
レポートを作成し再提出。今度はＡ評価。第三課題、第四課題もＡ評価。2010
年度11月科目試験では、テキストが文字通り真っ黒になるくらいに読み返した
のが功を奏し、成績Ａを取得。振り返れば、先生の添削指導の繰り返しが、鍛
えてくれたものと懐かしく思い出すことができる。
　サマースクーリングでは、創価大学創立前の準備から、開学して今日までの、
創立者と諸先生方の手作りのご苦労を、講義の中で、映像で、書物で、教えて
戴くたびに、感謝の思いを熱くした。また、大学職員の皆様、通信教育部の多
くの諸先輩方が、学び、築いてきた歴史を、知る４年間でもあった。
　初心の「法学」を学び、「リーガルマンイドを育成し、リーガルナレッジの
習得」は、どこまで進んだのか。自分に問いかけてみる。教科書の学習、スクー
リング授業、レポート作成、科目試験の受験を通して、幾分でも学べたとの思
いはある。現在、テキストとレポートと科目試験用紙が大きな山になっている。
一通りのあらすじを読み終えた充実感であろうか。しかしこの充実感は、各科
目の先生方が、一生涯かけて研究を続ける学問の一端を知ったにすぎない。
　仕事に臨む姿勢が変わったか。友との付き合いに変化があるか。毎日のマス
コミ報道に対して、反応の在り方に変化があるか。自問自答してみる。まず、
自分で事実を知ろうと努めているか。法はどう規定をしているか。判例はいか
に。それから判断をしようとする自分があるか。確かに、通信教育学部入学前
の自分とは違う、成長の跡が存在していると実感できる。
　2011年３月11日東日本大震災が発生し甚大な被害をもたらした。被災者の皆
様にお見舞い申し上げる。卒業式は挙行できなかったが、４年間学んだ経験を
これからの生活に生かしたい。これからも、リーガルマインドを育成し、リー
ガルナレッジの習得のための学習を続けていきたい。そして、「生涯通信教育
部学生」と宣言したい。
